
○ダム事業改革の取り組み 
 
 ダム事業については、社会経済情勢の変化等に伴う事業を巡る批判や新たなニーズに積

極的に応えるべく、事業マネジメントの徹底、透明性の確保、より効率的な予算執行、コ

スト縮減の新たな取り組み、環境への配慮、既存ダムの活用等の取り組みを通じて、ダム

事業改革を推進する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業マネジメントの徹底・透明性の確保

■アロー図による工程管理

■クリティカルパスの把握 

★全国の直轄及び水機構のダムで工程・コスト統合管理システムを本格運用し、工程・コスト管理を徹底

共通ＰＭツール
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予算管理

等へ活用

■各部門における共有管理

（事業情報の共有化） 

計画・設計・施工等あらゆる段階でのコスト縮減

★コスト縮減マネジメントシステムを構築し、コスト縮減への取り組みを全ダムに徹底 

検討すべき項目
⑭縮減額
（千円）

⑮縮減率
（％）

②分類 ③区分 ④項目 ⑤細目 ⑧縮減策 ⑨内容 ⑩検討の動機 ⑫-⑬ (⑫-⑬)/⑫ 開始 完成

1ダム 本体工 ダム計画 ダム形式・座取り 6 H15 （未記入）
ダム形式を重力式コンクリートか
ら台形ＣＳＧに変更した。

△△ダムの事例を見て、再検討
を行うこととした。

80,000 10,000,000 7,400,000 2,600,000 26.00% Ｈ21 Ｈ25 1.jpg

2 堤体設計 7 H10 （未記入）
堤体勾配を変更し、掘削量等を
縮減した。

H10土木研究所との打合せにお
いて指導された。

30,000 26,210,000 26,165,000 45,000 0.17% H11 H17 2.jpg

3 材料採取 6 H8 （未記入）
原石山に頼らない施工計画（購
入骨材方式）に変更し、跡地整
地等に要する費用を縮減

H8原石山調査の結果、歩留りが
悪く、他の経済的な方法を検討
する必要が生じた。

7,000 1,933,000 0 1,933,000 100.00% Ｈ21 Ｈ25 3.jpg

4 減勢工設計 5 H15 （未記入）
減勢工の規模を縮小して改変面
積を減らす事により環境への配
慮及びコスト縮減を行った。

H15土木研究所との打合せにお
いて指導された。

20,000 621,000 100,000 521,000 83.90% Ｈ21 Ｈ25 4.jpg

5 その他 （未記入） 0

6 転流工 仮締切工 1 H17 （未記入）

従来の構成材料であるコンクリートの
代わりに、現場発生材にセメントを混
合し施工するCSG工法を採用すること
により、コスト縮減を図る。

△△ダムの事例を見て、再検討
を行うこととした。

10,000 50,000 27,000 23,000 46.00% H18 H19 6.jpg
縮減額は概算
金額

7 仮排水路工 1 H17 （未記入） 断面縮小及び延長の見直し
H16土木研究所との打合せにお
いて指導された。

30,000 1,210,000 847,000 363,000 30.00% Ｈ18 H20 7.jpg
縮減額は概算
金額

8 閉塞工 2 H20 （未記入） 0 8.jpg

9 その他 （未記入） 0

10 本体掘削 掘削 7 H15 （未記入）
堤敷きの掘削勾配を地質状況を加味
して下流上り勾配で施工することによ
り掘削量・堤体積を低減する

H15土木研究所との打合せにお
いて、掘削形状について指導さ
れた。

10,000 14,373,000 14,053,000 320,000 2.23% Ｈ21 Ｈ25 10.jpg

10-
1 掘削 1 H17 （未記入）

造成アバットメントにより、掘削
量、法面工を低減する。

他ダムにおいて実施していたた
め、比較の対象とした。

30,000 0 Ｈ21 Ｈ25 10-1.jpg 検討中

11 建設発生土処理 1 H17 （未記入）
発生土をダム建設地周辺で行
われる圃場整備予定地の造成
に利用

地元要望として圃場整備計画
があがってきたため。 5,000 0 Ｈ21 Ｈ25 11.jpg 検討中

12 岩盤面処理 5 H16 （未記入）
ダム基礎岩盤仕上げ掘削の機
械化施工（人力→ツインヘッ
ダー）

他ダムにおいて実施していたた
め、比較の対象とした。

1,000 2,537,000 1,527,000 1,010,000 39.81% Ｈ21 Ｈ25 12.jpg
縮減額は概算
金額

13 その他 （未記入）

⑪
検討
費用

（千円）

①
番
号

事業名

コスト縮減概要

○○ダム（本ダム）

⑥
検討
状況

⑦
検討
時期

⑰
ファイ
ル名

備　　　　考
⑯施工年度
（予定）

⑫縮減前
の額

（千円）

⑬縮減後
の額

（千円）

事業名 事業段階 建設

分類 項目 細目 検討状況 検討時期 施工（予定）年度

本体工 本体掘削 掘削 1 Ｈ17 H23～H26

検討に至った動機

◎　造成アバットメント工法の検討

工程表

○○ダム

△△ダムの事例を見て、再検討を行うこととした。

用地買収

工種 H16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

概略設計

用地買収

端部処理
詳細設計

　基礎掘削量の削減、堤体コンクリート量の削減に向けて原計画案と
の比較検討を行う。
　造成アバットメントにより、掘削工・法面工費用において
　　掘削量　３，０００ｍ3　→　１，０００ｍ3
　　法面工　８００ｍ2　→　３００ｍ2
　　工事費　２００，０００千円　　→　１００，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　約１００，０００千円
のコスト縮減効果を予想している。

　ただし、H20より用地買収に着手するため、Ｈ17年度末までに検討を
行う必要がある。

検討費用（予定）　Ｃ＝３０，０００千円

事業名 事業段階 建設

分類 項目 細目 検討状況 検討時期 施工（予定）年度

本体工 本体掘削 掘削 1 Ｈ17 H23～H26

検討に至った動機

◎　造成アバットメント工法の検討

工程表

○○ダム

△△ダムの事例を見て、再検討を行うこととした。

用地買収

工種 H16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

概略設計

用地買収

端部処理
詳細設計

　基礎掘削量の削減、堤体コンクリート量の削減に向けて原計画案と
の比較検討を行う。
　造成アバットメントにより、掘削工・法面工費用において
　　掘削量　３，０００ｍ3　→　１，０００ｍ3
　　法面工　８００ｍ2　→　３００ｍ2
　　工事費　２００，０００千円　　→　１００，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　約１００，０００千円
のコスト縮減効果を予想している。

　ただし、H20より用地買収に着手するため、Ｈ17年度末までに検討を
行う必要がある。

検討費用（予定）　Ｃ＝３０，０００千円

■執行状況管理

■コスト管理 

工程管理と連動

したコスト管理

全国の直轄及び水機構の全ダムで 
チェックシートを作成し、ダム毎の 

コスト縮減の可能性をもれなくチェック 

全国のダム事業へ

フィードバック 

 (件　数)

ダ ム 本 体

付 替 道 路

その他の工事

　合　　計

476

69

925

実施中、実施済みのコスト縮減策

380

★個別ダムにおいても、原則全ての本体発注工事などで新たな入札契約方式の検討 等 

★コスト縮減額等は、ダム間流用の弾力的実施などにより、ダム事業全体で有効に活用

＜システムの本格運用＞ 

直轄・水機構の全てのダムで 

システムを活用予定 

○年度途中におけるコスト縮減や 

追加ニーズ等の状況を的確に把握

○上記を踏まえ、ダム間流用を適宜 

行うなど、効率的な予算執行 

< 約 1,000 件のコスト縮減事例 > 

○収集事例を分析、評価し、適用 

条件、効果、留意事項等を整理し 

データベース化 

○各ダムの取り組みを恒常的に 

支援する体制を組織しバックアップ

- 23 -




